
　３月９日㈬、吉野生保育園で、お別れ遠足が行われました。
　当日は、あいにくの雨で、予定を変更しての開催となりま
したが、素敵な手作りのお弁当に子どもたちは大喜び！！
　また、11日㈮には、当初予定していた新幹線へも乗ること
ができ、楽しい時間を過ごすことができました。
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森 の国だより

第
62
回
不
器
男
忌
俳
句
大
会

２
21

　

２
月
21
日
㈰
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
第
62
回
不
器
男
忌
俳
句
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
夭
折
の
俳
人
「
芝
不
器
男
」
を
偲
ぶ
不
器
男
忌
俳
句
大
会

で
あ
り
、
現
代
俳
壇
の
彗
星
と
称
さ
れ
、
今
な
お
輝
き
つ
づ
け
る
芝
不
器
男

の
魅
力
や
故
郷｢

松
野
町
」
の
自
然
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
る
こ
と
を
目
的

に
町
教
育
委
員
会
・
文
化
協
会
・
葛
句
会
の
共
同
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

第
62
回
目
と
な
る
今
回
は
、
事
前
募
集
の
兼
題
句
に
、
一
般
の
部
で
６
５

７
句
、
児
童
生
徒
の
部
で
３
，
８
７
２
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
町
制
60
周
年
を
記
念
し
て
、
兼
題
の
部
に
「
不
器
男
忌
大
賞
」
を

設
け
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
約
80
名
の
俳
句
愛
好
家
が
芝
不
器
男
を
偲
ん
で
集

ま
り
ま
し
た
。
当
日
の
席
題
は
『
木
の
芽
』『
水
温
む
』
で
、
不
器
男
記
念

館
や
松
丸
街
道
で
句
作
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

主
な
入
選
者
と
作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
の
部

【
兼
題
の
部
】

町
制
60
周
年
記
念
不
器
男
忌
大
賞　

　

凍
蝶
を
逃
が
せ
ば
誰
も
傷
つ
か
な
い

松　
山　
市　

福
岡
日
向
子

愛
媛
新
聞
社
賞

　

沈
黙
も
こ
と
ば
の
一
つ
竜
の
玉

 

松　
山　
市　

井
上
由
美
子

松
野
町
長
賞

　

蛸
壺
に
芒
を
活
け
て
浜
の
宿

 

大　
洲　
市　

板
倉　

肱
泉

松
野
町
教
育
長
賞

　

句
は
不
器
男
詩う
た

は
み
す
ゞ
や
流
れ
星

 

尾
張
旭
市　

藍　
　

植
生

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

秋
刀
魚
買
ふ
猫
の
魚
は
別
に
買
ふ

 

鬼　
北　
町　

岩
井　

フ
ミ

葛
句
会
長
賞

　

佗
助
や
寺
に
め
ぐ
ら
す
築
地
塀

 

宇
和
島
市　

宮
下　

京
子

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　

焼
印
を
押
し
て
田
打
ち
の
鍬
お
ろ
す

 

松　
野　
町　

ひ
の
た
い
ら

【
席
題
の
部
】（
席
題
：
木
の
芽
・
水
温
む
）

愛
媛
新
聞
社
賞　

　

厨
よ
り
妻
の
ハ
ミ
ン
グ
水
温
む

 

八
幡
浜
市　

前
田　

一
夘

松
野
町
長
賞

　

水
温
む
明
日
発
つ
子
の
米
を
研
ぐ

 

宇
和
島
市　

二
宮　

洋
子

松
野
町
教
育
長
賞

　

鶏
の
ま
ば
た
き
緩
む
木
の
芽
風

 

宇
和
島
市　

浜
田　

京
子

松
野
町
文
化
協
会
長
賞

　

吊
橋
の
影
ゆ
ら
ゆ
ら
と
水
温
む

 

大　
洲　
市　

山
中　

清
子

葛
句
会
長
賞

　

水
温
む
峡
の
一
戸
も
動
き
出
し

 
八
幡
浜
市　

二
宮　

節
女

愛
媛
県
文
化
協
会
長
賞

　

生
家
ま
だ
井
戸
あ
る
暮
し
水
温
む

 

松　
野　
町　

伊
藤　

富
子

児
童
生
徒
の
部

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

湯
た
ん
ぽ
は
な
か
な
お
り
す
る
ま
ほ
う
の
「
ぽ
」

 

九
町
小
三
年　

得
能　

彩
矢

優　

秀
（
３
句
）

　

み
か
ん
た
べ
た
す
の
か
ひ
く
の
か
か
ん
が
え
る

　
　

九
島
小
一
年　

松
岡　

翔
真

　

と
う
さ
ん
と
六
だ
ん
の
九
九
秋
の
夜

　
　

立
間
小
二
年　

毛
利　
　

晴

　

い
も
う
と
が
は
じ
め
て
立
っ
た
冬
の
星

　
　

日
土
小
三
年　

松
岡　

泰
心

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

あ
け
び
と
り
高
枝
ば
さ
み
の
ば
し
つ
つ

 

三
善
小
四
年　

栁
野　
　

宙

優　

秀
（
３
句
）

　

古
民
家
で
百
物
語
夜
長
し三島

小
五
年　

高
瀬
ま
と
い

　

ハ
ー
ド
ル
走
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
や
秋
の
風

住
吉
小
六
年　

岩
﨑　

美
輝

　

天
ケ
滝
動
か
ぬ
水
車
浮
寝
鳥

松
野
東
小
六
年　

速
水　

萌
咲

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

宿
題
に
振
り
回
さ
れ
る
扇
風
機

 

五
十
崎
中
二
年　

名
本　

大
広

優　

秀
（
３
句
）

　

い
と
こ
に
は
手
渡
し
を
す
る
年
賀
状

吉
田
中
一
年　

山
本　

凪
那

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
な
ぜ
か
小
さ
い
鏡
餅

広
見
中
二
年　

下
田　
　

嶺

　

星
月
夜
橋
の
た
も
と
で
長
話

五
十
崎
中
三
年　

宮
岡　

莉
保

【
高
校
生
の
部
】

最
優
秀
（
１
句
）

　

馬
の
目
に
灯
火
揺
れ
る
雪
も
よ
い

 

東
予
高
一
年　

中
田　

悠
太

優　

秀
（
３
句
）

　

雁
渡
し
祖
父
の
日
記
の
文
字
掠
れ

伯
方
高
一
年　

菅　

希
理
沙

　

空
っ
ぽ
に
な
っ
た
引
き
出
し
年
を
越
す

吹
田
東
高
一
年　

中
島　

清
香

　

新
米
の
袋
に
父
の
名
前
か
な

下
妻
第
一
高
二
年　

柴
﨑
比
奈
子

▶
黙
祷
の
様
子

▶
表
彰
の
様
子
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第
19
回
重
点
品
目
推
進
大
会
「
鬼
北
夢
農
業
を
語
る
会
」

2
19

　

２
月
19
日
㈮
、
え
ひ
め
南
農
協
鬼
北
広
見
支
所
で
第
19
回
重
点
品
目
推
進
大
会
「
鬼

北
夢
農
業
を
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
鬼
北
地
方
の
特
産
品
の
販
売
拡
大
と
農
業
振
興
を
目
的
と
し
て
、

鬼
北
地
域
農
業
振
興
協
議
会
等
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

開
会
後
は
、
平
成
27
年
度
の
販
売
実
績
や
平
成
28
年
度
の
販
売
計
画
、
農
業
振
興
方

策
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
農
業
関
係
者
の
事

例
発
表
や
北
宇
和
高
校
生
産
食
品
科
の
生
徒
に
よ
る
農
業
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
松
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
矢
間
大
藏
さ
ん
が
松
野
町
へ
定
住

す
る
ま
で
の
経
緯
や
、
定
住
し

て
み
て
感
じ
た
こ
と
、
農
業
に

対
す
る
思
い
入
れ
な
ど
を
熱
く

語
ら
れ
、
参
加
者
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
農
業
協
同
組
合

連
合
会
愛
媛
県
本
部
長　

小
越

愼
介
氏
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
の
現

状
や
今
後
の
取
組
み
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
、
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

レ
ク
バ
レ
ー
交
流
大
会

2
21

　

２
月
21
日
㈰
、
吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
で
吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
レ
ク
バ

レ
ー
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
吉
野
生
公
民
館
の
主
催
に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
元

住
民
ら
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
５
チ
ー
ム
計
35
名
の
参
加
者
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
で
は
、

好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
に
対
し
拍
手
や
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
試
合
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
た
バ
ン
ピ
ー
が
見
事

２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

順　位 チ ー ム 名

１　位 バ ン ピ ー

２　位 ベ ジ タ ブ ル

３　位 た ん ぽ ぽ

▶
優
勝
し
た
バ
ン
ピ
ー
の
選
手
た
ち

▶
矢
間
大
藏
さ
ん
に
よ
る
事
例
発
表
の
様
子

森 の国だより
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森 の国だより

外
国
語
交
流
活
動

「
森
の
国
子
ど
も
会
議
」

に
よ
る
寄
贈
品
贈
呈
式

災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動

に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

２
27

２
22

２
29

　

２
月
29
日
㈪
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

で
、「
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る
協
定

書
」
及
び
「
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
に
関
す
る

実
施
細
目
」
の
調
印
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、災
害
時
に
医
療
救
護
活
動
を
行
う
た
め
、

松
野
町
、
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
並
び
に

一
般
社
団
法
人
宇
和
島
医
師
会
の
３
者
の
協
力
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
、
各
機
関
の
役
割
等
の
取
り
決
め
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
㈯
、
松
丸
保
育
園
で
園
児
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
と
の
交
流
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、
普
段
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
の
少
な

い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
外
国
語
（
主
に
英
語
）
や
外

国
文
化
に
触
れ
、
価
値
観
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
、
町

教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
松
野
町
外
国
語
指
導
助
手
の
パ
テ
ィ
さ
ん
と

宇
和
島
市
外
国
語
指
導
助
手
の
タ
イ
ソ
ン
さ
ん
、
ロ
ー
レ

ン
さ
ん
が
松
丸
保
育
園
に
訪
れ
、
松
丸
保
育
園
の
年
長
、

年
中
の
園
児
14
名
と
歌
を
歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し

て
、
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
活
動
の
最
後
に
は
、
日
本
語
で
も
歌
わ
れ
て
い
る

「
ゆ
か
い
な
牧
場
」
を
英
語
で
歌
い
、
園
児
た
ち
は
動
物

の
鳴
き
声
が
日
本
語
と
英
語
で
違
う
こ
と
な
ど
を
学
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。

　

２
月
22
日
㈪
、
ラ
イ
フ
ま
つ
の
で
「
森
の
国
子
ど
も
会

議
」
に
よ
る
寄
贈
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
森
の
国
子
ど
も
会
議
」
は
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
で
構
成
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
円
玉
募
金
は
、
毎
年
町
内
の
福
祉
施
設
の

運
営
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
寄
贈
品
と
し
て
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、ラ
イ
フ
ま
つ
の
に
対
し
、「
お
し
ぼ
り
蒸
し
器
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▲調印式の様子

▶
ゆ
か
い
な
牧
場
を
歌
っ
て
い
る
様
子

▶
み
ん
な
で
記
念
撮
影



5

森 の国だより

蕨
生
消
防
車
庫
兼
詰
所
引
渡
式

３
９

　

３
月
９
日
㈬
、
蕨
生
で
消
防
車
庫
兼
詰
所
の
引
渡
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
引
渡
さ
れ
た
「
消
防
車
庫
兼
詰
所
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
車
庫
兼
詰
所

（
昭
和
55
年
建
築
）
の
老
朽
化
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
特
に
近
年
で
は
地
盤
沈
下
等
に
よ

り
、
今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
な
震
災
に
対
し
て
、

消
防
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
車
庫
兼
詰
所
は
、
昨
年
10
月
に
着
工
し
、
本
年
２
月
に
竣
工
。
木
造
平
屋
建

の
車
庫
兼
詰
所
は
、
耐
震
面
で
も
万
全
の
対
策
が
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
地
元
の

消
防
・
防
災
拠
点
と
し
て
町
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▶
除
幕
式
の
様
子

▶
引
渡
書
交
付
の
様
子

消
防
団
火
災
予
防
運
動

３
６

　

３
月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪
ま
で
の
間
、「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
で
は
、
火
災
予
防
運
動
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
火
災
予
防
を
啓
発
す
る
た
め
の

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
統
一
標
語
と
し
て
「
無
防
備
な
心
に
火
災
が
か
く
れ
ん
ぼ
」
を
掲
げ
、
３
月

６
日
㈰
に
広
報
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

３
つ
の
習
慣
、
４
つ
の
対
策
を
心
掛
け
今
後
も
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る　

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

★
３
つ
の
習
慣

　

⑴
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　

⑵
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　

⑶
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

★
４
つ
の
対
策

　

⑴
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　

⑵
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

⑶
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　

⑷
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

○
お
知
ら
せ

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
し
て
お
り
、
県

内
、
ま
た
町
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、

常
に
訓
練
を
重
ね
、
有
事
の
際
に
は
率
先
し
て
出

動
す
る
消
防
団
員
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

町
消
防
団
で
は
、
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
危
機
管
理
室

　

☎
42
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

猫
柳
浮
き
沈
み
し
て
光
り
を
り 

赤
松　

午
子

ひ
と
り
子
の
ひ
と
り
遊
び
や
縁え
ん

ぬ
く
し 

 

稲
谷
キ
ミ
子

蕗
の
と
う
暦
こ
よ
み

に
印し

る

す
誕
生
日 

上
田
美
智
子

咲
き
初
め
し
庭
木
の
梅
に
雪
帽
子 

岡
本　

三
葉

節
分
や
病
院
食
も
恵
方
巻 

 

竹
内
サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
二
月
例
会
句
会
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
二
月
例
会
句
会
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

冬
耕
や
荒
れ
野
の
風
と
共
に
あ
り 

伊
藤　

富
子

白
梅
や
今
晩
年
の
芳
し
く 

岡
本　

京
子

校
門
の
不
器
男
の
句
碑
や
冬
休
み 

金
谷　

恵
子

眼ま
な

裏う
ら

に
ミ
シ
ン
踏
む
母
秋
の
声 

金
谷　

重
子

お
隣
り
の
猫
と
も
話
し
日
向
ぼ
こ 

金
谷　

文
恵

悲
話
残
る
小
谷
城
址
や
な
な
か
ま
ど 

谷　

き
よ
し

集
落
に
男
の
子
誕
生
冬
ぬ
く
し 

布　
　

康
江

焼
印
を
押
し
て
田
打
ち
の
鍬
お
ろ
す 

ひ
の
た
い
ら

筆
談
の
靜
か
な
会
話
冬
燈
下 

山
下
ス
ミ
子

俳句ポストについては、しばらくの間お休みいたします。

　

森
の
国
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
会
長
代
行
金
谷

純
一
さ
ん
よ
り
お
便
り
が
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

今
か
ら
２
年
前
。
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
、

日
本
の
棚
田
百
選
に
も
選
ば
れ
た
奥
内
の
棚
田
が
自
然
災

害
に
よ
り
崩
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、
地
元
住
民

や
町
教
育
委
員
会
、
石
垣
技
術
研
究
機
構
の
高
瀬
先
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
修
復
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

実
際
の
工
事
は
、
昔
な
が
ら
の
工
法
に
こ
だ
わ
り
、
文
化

財
技
術
協
議
会
会
員
で
も
あ
る
橘
造
園
さ
ん
に
依
頼
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
安
全
に
配
慮
し
て
、
裏

込
石
を
集
め
て
詰
め
る
作
業
を
担
当
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

奥
内
の
棚
田
修
繕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告

　

２
月
８
日
か
ら
始
ま
っ
た
工
事
は
、
延
べ
50
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
無
事
18
日
間
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

一
番
の
見
所
で
も
あ
っ
た
重
さ
約
１
ト
ン
の
巨
石
を
積

ん
だ
日
に
は
20
名
が
集
ま
り
作
業
を
行
い
、
石
積
み
の
歴

史
や
技
法
に
つ
い
て
の
講
義
も
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
に
よ
る
昼
食
の
お
も
て
な
し
も

あ
り
、
奥
内
の
棚
田
に
つ
い
て
知
識
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
の
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
１
ト
ン
の
巨
石
が
使
わ
れ
た
石
積
み
は
大
変
見
ご
た

え
の
あ
る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
偉
大
な
先
人
た

ち
の
知
恵
と
努
力
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
奥
内
の
棚
田
の
石

積
み
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲修復作業の様子

▲完　成
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

延
野
々
　
居
村
マ
サ
子
　
　
93
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,045世帯（前月比＋19世帯）

総人口　4,184人 （前月比＋10人）
　　　　男1,971人　女2,213人
【２月中の異動】
　　　　○出　生　０人　○死　亡　１人
　　　　○転　入　22人　○転　出　10人

平成28年２月29日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

中
井
　
久
人
　
　
松
野
町

中
湯
　
正
志
　
　
松
野
町

小
西
　
敏
文
　
　
松
野
町

☆
広
報
送
付
お
礼

布
　
万
里
子
　
　
東
京
都

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　関東地区、関西地区、松山市の３地区に、「森の国まつの応援団」という、松野町出身者や松野町を応援
したいという方たちの集まりがあります。
　今回、そのうち関西支部代議員の山木進典さんと関東支部代議員の正木信三さんより森の国まつの応援
団メッセージが届いていますので、ご紹介します

森の国まつの応援団メッセージ

【松丸小学校・松野西中学校卒業生による
 同窓会開催】
　２月15日㈪～16日㈫、新年会を兼ねて関東、関
西、中部の皆さんで伊勢神宮参拝、伊勢志摩の旅
を開催しました。
　当日は、旧友との久しぶりの再会に胸を躍らせ
るとともに、思い出話に浸りました。
　我々も73歳。「これからの人生楽しく生きよう
ぜ」を合言葉に２日間の旅を旧友と楽しみ、次回
元気で逢えることを願って散会しました。

昭和31年度　松丸小学校卒業
昭和34年度　松野西中学校卒業
 【報告者】山木　進典

【松野東・西小学校卒業生による同窓会開催】
　１月31日㈰、東京都中野区にあるレストラン三好
弥で松野東小（６名）松野西小（４名）の昭和31年
度小学校卒業生が集まり同窓会を開催しました。こ
の会の発起人は吉野出身の池本ゆたかさんで、会場
は吉野出身の古居さんが経営するレストランです。
　当日は、旧友との久しぶりの再会に胸を躍らせ
るとともに学生時代の思い出話に花を咲かせまし
た。また、松野町が誕生して60周年を迎え、ます
ます松野出身者が一体となって故郷を応援しなけ
ればという思いが募りました。
　同窓会は、終始笑顔に包まれ、次回元気で逢え
ることを願って散会しました。
 【報告者】正木　信三

お詫びと訂正
　３月号の出生児の名前に誤りがありました。正しくは、
山
やま

口
ぐち

真
ま

依
い

さんです。訂正の上、お詫び申し上げます。
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相
談
者
】
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
４
月
11
日
㈪
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
養
成
研
修
に
つ
い
て

　

県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆
記
者
の
養

成
研
修
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
受
講
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
情
報
】

１　

手
話
通
訳
者

【
研
修
期
間
】
平
成
28
年
５
月
〜
平
成
29
年
１
月

【
日　
　

程
】
月
１
回
（
土
・
日
曜
日
）

【
会　
　

場
】
西
条
市
内
及
び
宇
和
島
市
内
の
２
か
所

【
定　
　

員
】
西
条
会
場
30
名
、
宇
和
島
会
場
20
名

【
受
講
対
象
】

　

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会（
通
訳
Ⅰ
）の
修
了
者
又
は
同
程
度

（
特
定
の
障
が
い
者
や
日
常
生
活
の
簡
単
な
通
訳
が
で
き
る
程
度
）

の
手
話
技
術
を
有
す
る
者
で
、
県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
者

２　

要
約
筆
記
者

【
コ
ー
ス
】
手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

【
研
修
期
間
】
平
成
28
年
５
月
〜
平
成
29
年
２
月

【
日　
　

程
】
月
１
回
〜
５
回
（
土
・
日
曜
日
）

【
会　
　

場
】
西
条
市
内

【
定　
　

員
】
20
名

【
受
講
対
象
】

　

県
内
に
居
住
又
は
勤
務
す
る
者
。
た
だ
し
、
要
約
筆
記
奉
仕

員
養
成
研
修
修
了
者
に
つ
い
て
は
、
補
講
コ
ー
ス
を
受
講
可
能
。

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

４
月
１
日
か
ら
の
松
野
町
の
農
業
委
員
の
定
数
が
13
名
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
主
に
合
議
体
と
し
て
の
意
思

決
定
を
行
う
農
業
委
員
と
は
別
に
、
現
場
活
動
を
積
極
的

に
行
う
た
め
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
創
設
さ

れ
、
定
数
は
６
名
に
な
り
ま
す
。
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
連
携
し
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

参
入
の
促
進
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
が
委
嘱
を
し
、
担
当
区
域
と
人
数
配
分
も
農
業
委
員

会
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
区
域
は
松

丸
地
区
、
延
野
々
地
区
、
豊
岡
後
地
区
、
豊
岡
前
地
区
を

１
つ
の
区
域
、
富
岡
地
区
、
上
家
地
地
区
、
目
黒
地
区
を

１
つ
の
区
域
、
吉
野
地
区
、
蕨
生
地
区
、
奥
野
川
地
区
を

１
つ
の
区
域
と
し
、
各
２
名
を
配
分
す
る
事
に
決
定
し
て

い
ま
す
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
選
任
す

る
際
に
は
、
農
業
者
等
に
対
し
委
員
候
補
者
の
公
募
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
町
で
は
２
月
２
日

か
ら
２
月
29
日
ま
で
公
募
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
法
律
改
正
は
、
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ

る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
受
け
て
、
農
業
委
員
会
が
そ
の

主
た
る
使
命
で
あ
る
農
地
利
用
の
最
適
化
を
よ
り
良
く
果

た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
主
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
の
農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
不
明
な
点
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

新
体
制
で
の
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

農業委員会だより（４月号）

宇
和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員

 

養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

１
「
手
話
を
学
ぼ
う
〜
入
門
課
程
」 

　

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
手
話
が
初
め
て
の
人
を
対

象
に
し
た
「
入
門
講
座
（
全
21
回
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】
６
月
６
日
㈪
か
ら
11
月
21
日
㈪
の
月
曜
日

　
　
　
　
　
　

19
時
〜
21
時

【
定　
　

員
】
25
名
（
先
着
）

【
受
講
料
】
無　

料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
３
１
５
０
円
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
実
費
）

【
会　
　

場
】
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
住
吉
町
）

【
締　
　

切
】
４
月
28
日
㈭
ま
で

２
「
手
話
で
話
そ
う
〜
基
礎
課
程
」
追
加
募
集

　

昨
年
度
以
前
に「
入
門
課
程
」を
修
了
し
た
人
を
対
象
に「
基

礎
課
程
（
全
25
回
）」
を
開
催
し
ま
す
。
定
員
に
余
裕
が
あ
り
、

追
加
募
集
し
ま
す
。

消
防
予
防
事
務
等
の
取
扱
い
が

 

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

本
町
の
消
防
予
防
事
務
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
鬼
北

消
防
署
が
所
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
宇
和
島
消
防
本
部
予
防
課
が
事
務
処
理
の
一
部
を
執
り
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
扱
い
が
変
更
と
な
る
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
建
築
物
の
新
築
、
増
築
等
に
係
る
消
防
同
意
事
務

○ 

消
防
用
設
備
等
の
着
工
、
設
置
に
関
す
る
各
種
届
出
、
検

査
及
び
検
査
済
証
の
交
付

○
仮
使
用
認
定
に
係
る
意
見
書
の
交
付

○
消
防
法
施
行
令
第
32
条
に
係
る
特
例
申
請
書
の
受
付

※
右
記
以
外
の
消
防
予
防
事
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
鬼

北
消
防
署
が
取
り
扱
い
ま
す
。
提
出
先
が
不
明
な
場
合
は
、
宇
和
島

消
防
本
部
予
防
課
又
は
鬼
北
消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
消
防
本
部
予
防
課　

☎
22
・
７
５
０
１

鬼
北
消
防
署　
　
　
　
　
　

☎
45
・
２
４
６
１

３　

申
込
み
に
つ
い
て

【
申
込
期
間
】
４
月
１
日
㈮
〜
４
月
28
日
㈭

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
９
０
９
３
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
に
つ
い
て

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
１
日
（
１
日
が
土
日
祝
日
の

場
合
は
、
次
の
平
日
）
に
保
健
師
に
よ
る
、
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
事
や
不
安
を
１
人
で
抱
え
こ
む
と
気
持
ち
が
落
ち
込

ん
だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
が
長
く
続
く
と
不
眠
や
う
つ
病
な
ど
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。「
不
安
や
困
り
事
を
聞
い
て
欲

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
ポ
ー

ツ
サ
イ
ク
ル
体
験
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
サ
イ
ク
リ
ン
グ
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
体
験
会
を
実
施

し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
た
介
護
要
ら
ず
の
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
育
む
と
と
も
に
、
高
齢

者
層
に
お
け
る
自
転
車
新
文
化
の
普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対　
　

象
】

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
興
味
が
あ
る
、
愛
媛
県
内
在
住

の
概
ね
60
歳
以
上
の
男
女

【
実
施
内
容
】
各
日
９
時
〜
17
時
（
予
定
）

東
予
：
６
月
３
日
㈮
、中
予
：
６
月
４
日
㈯
、南
予
：
６
月
５
日
㈰

○
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
安
全
技
能
講
習

○
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
の
試
乗

○
サ
イ
ク
リ
ン
グ
体
験
（
ロ
ー
ド
）

【
定　
　

員
】
東
予
：
40
名
、
中
予
：
30
名
、
南
予
30
名

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
締
切
後
に
選
考
）

【
申
込
受
付
】
４
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯

【
参
加
費
】
無　

料

（
た
だ
し
、
昼
食
等
実
費
に
つ
い
て
は
本
人
負
担
）

【
そ
の
他
】

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク
ル
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
主
催
者
用
意

【
申
込
方
法
】
愛
媛
県
長
寿
介
護
課
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
保
健
福
祉
部
生
き
が
い
推
進
局
長
寿
介
護
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
３

　後期高齢者医療制度では、医療給付費に見合う保険料収入を確保し、健全な運営を
維持するため、２年に１度保険料を見直しています。医療給付費は、高齢化が進んで
いることや医療の高度化などにより、年々増加しています。愛媛県後期高齢者医療広
域連合では、被保険者の人の保険料負担をできる限り増やさないよう、財政安定化基
金（国・愛媛県・広域連合が３分の１ずつ積み立て）を活用することとした上で、平
成28・29年度の保険料を改定しました。
【平成28・29年度保険料（１人当たり年額）】
  
  
  
  
【保険料の計算方法】
１人当たりの保険料は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と被保険者の前年所
得に応じて負担する「所得割額」の合計になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は平成26・27年度の数値
【保険料の負担を軽減します】
○所得の低い人
世帯の所得水準に応じて、均等割額を最大９割軽減します。今回も、２割軽減と５割
軽減の対象が拡大されました。また総所得金額等から33万円（基礎控除額）を差し引
いた金額が58万円以下の人は、所得割額を５割軽減します。
○被用者保険の被扶養者だった人
制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった人（国民健康
保険・国民健康保険組合は除く）は、所得割額の負担はなく、均等割額が９割軽減されます。
【年金収入ごとの保険料額（単身世帯の一例）】
  
 
 

     
     
【社会全体で制度を支えています】
　医療にかかる費用のうち、医療機関等で支払う窓口負担を除いた費用を、公費（国・県・市
町の負担金）で約５割、後期高齢者支援金（現役世代の保険料）で約４割、残りの約１割を
被保険者のみなさまが保険料として負担し、社会全体で後期高齢者医療制度を支えています。
【問い合わせ先】
県後期高齢者医療広域連合　☎089－911－7733　FAX089－911－7735
町民課　保険事業担当　　☎42－1113

後期高齢者医療保険料が変わります

平成28・29年度 平成26・27年度
均 等 割 額 46,308円 45,231円
所 得 割 率 9.16％ 9.05％
限 度 額 570,000円 570,000円

保険料（年額）
限度額57万円
（57万円）

＊10円未満切捨て

均等割額

46,308円
（45,231円）

所得割額
所得割率
9.16％
（9.05％）

年金収入 軽減割合 平成28・29年度
保険料額（年額）

平成26・27年度
保険料額（年額）

比　較
（年額）

80万円 均等割９割軽減 4,630円 4,520円 110円増
150万円 均等割8.5割軽減 6,940円 6,780円 160円増

200万円 均等割２割軽減
所得割５割軽減 58,570円 57,450円 1,120円増

＝ ＋ ×総所得金額等－33万円
　　　　　　　　【基礎控除額】

【
日　
　

時
】
５
月
23
日
㈪
か
ら
12
月
５
日
㈪
の
月
曜
日

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
追
加
募
集
】
10
名
（
先
着
）

【
受
講
料
】
無　

料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
３
１
５
０
円
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
実
費
・
平
成

25
年
度
以
降
の
入
門
課
程
で
テ
キ
ス
ト
購
入
済
み
の
方
は
不
要
）

【
会　
　

場
】
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
住
吉
町
）

【
締　
　

切
】
４
月
28
日
㈭
ま
で

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係　

☎
42
・
０
７
０
８

し
い
。」「
眠
れ
な
い
。」「
家
族
の
様
子
が
心
配
だ
。」
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
悩
み
や
気
が
か

り
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
電
話
相

談
も
可
能
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

毎
月
１
日
以
外
で
も
、
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
保
健
師
が
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
場
所
・
連
絡
先
】

保
健
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

☎
42
・
０
７
０
８
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○学生のための、保険料納付が猶予される魅力的な制度です
　所得の少ない学生が申請し、承認されることで、国民年金保険料の納付が猶予（先送り）される制度です。
保険料の納付が猶予されている期間は…
　・病気やけがで障がいが残ったときも年金を受け取ることができます。
　・年金を受け取るために必要な「期間」に算入されます。
○申請の流れ

　その他、詳細は年金事務所もしくは日本年金機構のホームページでご確認ください。
　http://www.nenkin.go.jp/
　一般的な年金相談に関するお問い合わせは
　「ねんきんダイヤル」へ！  ☎0570－05－1165
　050から始まる電話でおかけになる場合は　☎03－6700－1165
　お問い合わせの際は、基礎年金番号又は照会番号がわかるものをご用意ください。

Informationお し ら せ

知ってください　「ヘルプカード」

学生納付特例制度はどんな制度？

① 申請書は、市（区）役所又は町村役場や年金事務所、日
本年金機構のホームページで入手できます。また、申請
には学生証（有効期間が表記されているもの）又は在学
証明書が必要です（学生証はコピーでも可能ですが、在
学証明書は原本を提出してください）。
② 提出先は、住民票を登録している市（区）役所又は町村
役場になります。
③ 申請後、日本年金機構から承認又は却下通知書をお送り
します。なお、却下通知書が届いた際は、保険料の納付
をお願いします。
④ 申請により承認された場合、承認期間は４月～翌年３月
の１年間です。

⑤ 引き続き学生納付特例制度をご利用する場合でも、毎年
度の申請が必要です。（申請期限があります）
⑥ 平成26年４月から、申請時点の２年１カ月前の月分まで
申請（注）できるようになりました。
　（注） ２年１カ月前の月分まで申請することができます

が、申請が遅れると万一の際の障害年金などを受け
られなくなる場合がありますので、すみやかな申請
をお願いします。

⑦ 承認期間は、年金を受け取るために必要な「受給資格期
間」として扱われますが、年金額には反映しません。し
かし、10年以内にその期間の保険料を納めれば、年金額
にも反映します。

ヘルプカードは、下記の窓口で、希望する人に対して配布します。

【受付時間】　月　曜　日　８時30分～ 19時
　　　　　　火～金曜日　８時30分～ 17時15分
　　　　　　第２土曜日　９時30分～ 16時

～平成28年４月からヘルプカードを配布します～

　障がいのある人が困っている場面に出会ったとき、「どうしたらよいか分から
なかった」「声をかけてよいか迷った」などの経験をしたことはありませんか？
　町では、障がいのある人が周囲に支援を求めるための手段として「ヘルプカー
ド」を作成しました。

　　～「ヘルプカード」とは周囲に手助けをお願いしやすくなるカードです～
　障がいのある人の中には、自分から「困っている」と伝えられない人がいます。手助けが必要なのに、コミュ
ニケーションに障がいがあり、困っていることをなかなか伝えられない人だけでなく、自覚できない人もいます。
ヘルプカードは、障がいのある人が普段から身に付けておくことで、日常生活で困ったときのほか、緊急時や災
害時などに周囲の手助けをお願いしやすくするものです。

日常的に…
　ちょっとした手助けがほしいとき
緊急のとき…
　道に迷ってしまったとき
　パニックや発作、病気のとき
災害のとき…
　災害が発生したとき
　災害に伴う避難生活が必要なとき

例えば…
◆緊急連絡先
◆アレルギーや発作のこと
◆救急搬送してほしい病院
◆ 配慮してほしいこと
　（人混みが苦手、大きな音が苦手、移動の際は誘導してほしいなど）

 
 

ヘルプカード 

あなたの支援が必要です 

愛媛県イメージアップキャラクター 
みきゃん 

愛媛県松野町 

ヘルプカードは、こんなときに役に立ちます。 ヘルプカードには、困った時に伝えたいことを記入しましょう。

○障がいのある人が困っていたら？
　・「どうしましたか？」と声をかけてください。
　・ 相手に伝わっているか確かめながら、ゆっくり話し
てください。

　・ ヘルプカードを持っていたら、カードに伝えたいこ
とや緊急連絡先が書かれています。

　・書かれている内容に従って、手助けをお願いします。

【問い合わせ先】保健福祉課障がい者福祉係
　　　　　　　（保健センター内）☎42－0708
～ちょっとしたあなたの手助けが、安心につながります～
※ 町ホームページからファイルをダウンロードして自由
に印刷できます。
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～予防接種のお知らせ～
【問い合わせ先】保健福祉課　☎42－0708

子どもの予防接種
　予防接種で使うワクチンには、生ワクチンと不活化ワクチンがあり、それぞれのワクチンにより接種時期や接種間隔
が異なります。かかりつけの医師と相談しながら接種を受けましょう。

予防接種一覧表（平成28年４月１日現在）
予防接種の種類 対象年齢と接種回数 標準的な接種年齢

（接種開始年齢）

ヒブ 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 ２～７月までに接種開始

小児用肺炎球菌 生後２月から60月に至るまで
接種開始年齢により１～４回 ２～７月までに接種開始

ジフテリア（Ｄ）
百日せき（Ｐ）
破傷風（Ｔ）
ポリオ（ＩＰＶ）

１期
ＤＰＴ-ＩＰＶ（四混）
ＤＴ（二混）
ＩＰＶ

生後３月から90月に至るまで
１期初回：20日以上の間隔で３回
１期追加：１期初回終了後６月以上で１回

生後３月～12月
１期初回終了後12～18月で

２期 ＤＴのみ 11歳以上13歳未満 11歳～12歳

ＢＣＧ 生後１歳に至るまでに１回 ５～８月に達するまで

麻しん（はしか）および風しん（ＭＲ）
１期 生後12月から24月に至るまでに１回

２期 小学校就学前の１年間に１回

水痘 生後12月から36月に至るまで
３月以上の間隔で２回

生後12～15月に１回目接種
後、６～12月の間隔で２回
目を接種

日本脳炎※ １期
生後６月から90月に至るまで
１期初回：６日以上の間隔で２回
１期追加：１期初回終了後６月以上

３～４歳に達するまで
４～５歳に達するまで

２期 ９歳以上13歳未満に１回 ９～10歳に達するまで

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん）

小学６年生～高校１年生
２価：１月以上の間隔で２回接種し、１回

目の接種から５月以上、かつ２回目
の接種から２月半以上に１回

４価：１月以上の間隔で２回接種した後、
３月以上に１回

中学１年生

※日本脳炎：平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの人は、20歳を迎えるまでにいつでも接種を受けることができます。

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種
実施期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
接種費用（自己負担額）4,000円　＊生活保護受給中の人は無料
　　平成28年度の対象者は、下表１の年齢の人又は下表２の条件を満たす人です。
　 　対象となる方には４月上旬にお知らせをお送りします。同封の説明書をご覧いただき、接種を希望される方は実施
医療機関で接種を受けて下さい。

（表１）

（表２）

年齢 生年月日 年齢 生年月日 年齢 生年月日

65 Ｓ26. ４. ２～Ｓ27. ４. １ 80 Ｓ11. ４. ２～Ｓ12. ４. １ 95 Ｔ10. ４. ２～Ｔ11. ４. １

70 Ｓ21. ４. ２～Ｓ22. ４. １ 85 Ｓ６. ４. ２～Ｓ７. ４. １ 100 Ｔ５. ４. ２～Ｔ６. ４. １

75 Ｓ16. ４. ２～Ｓ17. ４. １ 90 Ｔ15. ４. ２～Ｓ２. ４. １

接種日現在に60～64歳で、心臓、腎臓又は呼吸器の機能に日常生活活動が極度に制限される程度の障が
いを有する人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がい
を有する人（身体障害者手帳１級相当）
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平成28年４月スタート　　障害者差別解消法

　近年、国においては、障害者基本法の改正、障害者虐待防止法の成立、障害者差別解消法の成立等、障害者福祉
を取り巻く環境には大きな改革がなされており、障がい者支援の社会的な流れは確実に広がっています。
　このような動きのなか、地域における障がいのある人の社会参加の機会の確保など共生社会を実現していくこと
や、障がいのある人を個人として尊重する社会のあり方がより強く求められるようになっています。
　共生社会を実現するためには、「障がい」や「障がい者」そのものについて、私たち自身がもっと知り、理解する
ことが大切だと考えています。また、障がいを理由とする差別をなくすためには、私たち自身が、「障がい者への理解」
を深めて、行動するしかありません。
　一人ひとりが障がいについて理解し、障がいを理由とした不当な区別や制限といった差別に気づき、平等に暮ら
せる地域社会をつくるための心づかいを積極的に実践していきましょう。

障害者差別解消法とは？
　障がいを理由とする差別をなくす法律です。

障がいを理由とする差別とは…
　障がいを理由として、正当な理由なく、サービスの提供を拒否したり、制限したり、条件を付けたりするような
行為をいいます。
　また、障がいのある人から何らかの配慮を求める意志の表明があった場合は、負担になり過ぎない範囲で、社会
的障壁を取り除くために必要で合理的な配慮を行うことが求められます。こうした配慮を行わないことで、障がい
のある人の権利利益が侵害される場合も、差別にあたります。

できることから助け合いましょう…
　①障がいのある人を見かけたら、こちらから積極的に声をかけて協力を申し出る。
　②視覚障がいのある人を誘導する点字ブロックの上に、自転車などの障害物を置かない。
　③駐車場の「障がい者等用駐車スペース」には、必要のない人は駐車しない。
　④電車やバスの優先席付近では、携帯電話の電源を切るなど決められたマナーを守る。
　⑤デパートなどの車いす・ベビーカー優先のエレベーターはなるべく利用しない。

障がいのある人へのサポートで気をつけること

障がいのある人もない人も、共に豊かに暮らせる社会へ
～だれもが住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり～

 【社会的障壁】
　障がいのある人にとって、日常生活や社会生活を送るうえで障壁となるようなものを指します。
　・社会における事物（通行しにくい道路や利用しにくい施設、設備など）
　・制度（利用しにくい制度など）
　・慣行（障がいのある人の存在を意識していない習慣、文化など）
　・観念（障がいのある人への偏見など）

 【合理的な配慮】
　【例１】　車いすの人への手助けをする。（交通機関での必要な援助など）
　【例２】　 障がいの特性に応じた手段での対応をする。（聴覚障がいのある人への筆談、視覚障がいのある人への読み上げなど）

 【不当な差別的取扱い】
　【例１】　「障がいがある」という理由だけでスポーツクラブ等への入会、飲食店への入店を断られた。
　【例２】　アパートを借りる際に障がいがあることを伝えたら、貸すことができないと契約を断られた。
　【例３】　車いすだからといってお店に入れない。
　　　　　※ ただし、「正当な理由がある場合（他に方法がない場合）」また「総合的に判断して過重な負担がかかる場合」など

不当な差別的取扱いにならないこともあります。

Informationお し ら せ

●視覚障がいのある人…
 　相手をひっぱったり押したりして誘導することは、転
倒させる恐れがあります。本人の希望する側に立って腕
や肩をつかんでもらい、少し前を速度を合わせて歩きま
しょう。
●聴覚障がいのある人…
　大きな声では声が割れて聞き取りにくい場合がありま
す。普通の声の大きさで、ゆっくり、はっきり、ていね
いに、言葉を区切りながら話して下さい。
●肢体不自由のある人…
　車いすを利用している人と話す場合は、立ったままで話
をすると上から見下ろしているような心理的負担を与える
ので、かがんで目線に合わせて話すようにして下さい。

●知的障がいのある人…
 　子ども扱いせずにその人の年齢にふさわしい応対を心
がけましょう。
●精神障がいのある人…
　対人関係が苦手な場合が多いため、できるだけ不安を
あたえないように穏やかに接しましょう。
●内部障がいのある人…
　外見からはわかりにくいため、周りの人に理解しても
らいにくいことがあります。注意や配慮が必要です。
・ 携帯電話の電波は、心臓ペースメーカーに誤作動を引
き起こす恐れがあります。
・ 呼吸器障がいがある場合、たばこの煙が苦しく感じます。
・ 内部障がいのある人は体力がなく疲れやすいため、電
車やバスの優先席などでは理解と協力が必要です。
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平成28年度の健康診査・がん検診の日程が決まりました！
　平成28年度の健康診査・各がん検診の日程は、次の表のとおりになります。
　自分の健康状態を把握するためにも、年に１度は受診しましょう。

子宮頸がん検診
日　程 場　　　所

５月25日㈬ 松野町保健センター （午後）
　　26日㈭ 目黒基幹集落センター （午前）
　　26日㈭ 吉野生交流促進センター （午後）
　　27日㈮ 松野町保健センター （午後）
10月14日㈮ 松野町保健センター （午後）

肺がんＣＴ検診
日　程 場　　　所
11月15日㈫ 吉野生交流促進センター
　　16日㈬ 目黒基幹集落センター （午前）
　　16日㈬ 松野町保健センター （午後）
　　22日㈫ 松野町保健センター

乳がんマンモ検診
日　程 場　　　所

６月３日㈮ 吉野生交流促進センター
　　９日㈭ 松野町保健センター
　　21日㈫ 目黒基幹集落センター （午前）
　　21日㈫ 松野町保健センター （午後）

７月29日㈮ 松野町保健センター
「骨量測定あり」

11月３日㈭ 松野町保健センター （午前）
（休日健診と同日実施）

健康診査

日　程 場　　　所
５月30日㈪ 松野町コミュニティセンター
６月17日㈮ 森の国ふれあいセンター
　　28日㈫ 豊岡前公民館
　　29日㈬ 松野町隣保館
８月２日㈫ 松野南小学校　　３日㈬
９月14日㈬ 奥野川住民センター
　　15日㈭ 蕨生集会所
10月５日㈬ 富岡公民館
　　６日㈭ 上家地集会所
　　20日㈭ 吉野生交流促進センター　　21日㈮
　　31日㈪ 延野々集会所
10月30日㈰ 松野町保健センター（休日健診）11月３日㈭

（健康診査・胃がん・大腸がん・前立腺がん・胸部検診）

※保健師の地区担当が次のようになります。

豊岡後・富岡・上家地 上本　惠子
松丸・延野々・豊岡前 沖野　健治
目黒・吉野・蕨生・奥野川 瀧本　由紀

★ 大腸がん検診については、当日回収のみとなります
ので事前申込みが必要です。
　２月に実施しました健康診査・がん検診希望調査で
ご希望をいただいている方には、事前送付させていただ
きます。また、調査時にはご希望がなかった方も健診
前にご連絡いただきましたら送付させていただきます。

　地区担当が中心となりますが、全体で対応させてい
ただきますので健康に関することなど、何か相談した
いことなどありましたら、お気軽に声をかけてください。

平成28年度　各がん検診・健康診査日程予定表

【健康診査・がん検診に関する問い合わせ先】保健福祉課　☎42－0708

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

広見川水系の水質調査結果について
広見川水系水質検査結果 採水日　平成28年２月24日

河川名
項　　目

水素イオン濃度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

過マンガン酸
カリウム消費量
（KMnＯ4消費量）

濁　　度
溶存酸素量
（ＤＯ） 大腸菌群数

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

観測点／基準値 6.5以上～
8.5以下 25㎎／ℓ以下 2.0㎎／ℓ以下 7.5㎎／ℓ以上 1,000MPN

／100㎖以下

広 見 川
五 郎 丸 橋 7.78 1未満 1.50 2.8 1.3 12.13 3,300 
大 門 橋 7.79 1未満 1.45 2.8 1.2 12.30 24,000 
真 土 橋 7.68 1未満 1.55 2.1 1.2 11.83 3,300 

鰯 川 鰯 川 河 口 7.29 1未満 0.94 2.5 0.7 11.82 3,300 
石ヶ内川 豊岡めがね橋 7.45 1未満 1.52 2.2 1.4 11.30 54,000 
延 行 川 谷 口 橋 7.65 1未満 1.44 1.9 2.2 11.85 4,900 
奥 野 川 奥 野 川 河 口 7.61 1未満 1.55 1.4 0.9 11.81 3,300 
堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7.58 1未満 1.37 2.1 1.1 11.84 3,100 
目 黒 川 寺 橋 6.83 1未満 0.76 1.3 0.3 11.98 330 
家 地 川 県 境 7.62 1未満 1.36 2.5 0.8 11.76 3,300 
※生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産２級、水浴ができるものを基準値に設置しています。　　
　　　　　の部分が基準に適合していない箇所です。
※家地川は、今年度から水質検査対象河川として追加しました。

「みんなの川です、川を汚さないようにしましょう。」
① 水 素 イ オ ン 濃 度  酸性・アルカリ性を示す指標で、「７」は中性、「７」を越えるとアルカリ性、「７」未満は酸性を示します。
② 浮 遊 物 質  溶けないで水中に浮遊している粒子状物質で濁りの成分で、数値が高いほど水が濁っている状態です。
③ 生物化学的酸素要求量  水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量です。(水域で安定化するために必要な酸素量)
④ 過マンガン酸カリウム消費量  有機物の含有量の度合いを表したものです。
⑤ 濁 度  水の濁りの程度を数値で表したものです。
⑥ 溶 存 酸 素 量  水中に溶解している酸素の量のことで、濃度が低下すると好気性微生物の活動が抑制され水域の浄化作用が低下します。
⑦ 大 腸 菌 群 数  し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水など広範囲に存在し、糞便汚染の指標とされています。
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14

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

２ 土

３ 日 桃源郷マラソン大会 当林整形外科クリニック☎23-0007
当木村内科医院☎24-0030

当山下小児科☎23-0055
当橋本内科クリニック☎52-0808

４ 月 町内保育園入園式 可葛川以外町内全域

５ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

６ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

７ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

８ 金 町内小学校入学式 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

９ 土

10 日 松野中学校入学式 当善家脳神経クリニック☎22-1484
当松浦内科医院☎23-1122

当こばやし小児科☎23-1150
当溜尾整形外科☎52-3133

11 月 可葛川以外町内全域

12 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

13 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

14 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

15 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

16 土 ツール・ド・なんよ８days

17 日 XCM松野四万十バイクレース 当加藤整形外科☎22-7111
当清家消化器内科クリニック☎22-2266

当こおり小児科☎24-5633
当あべ医院☎32-2616

18 月 可葛川以外町内全域

19 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

20 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

21 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

22 金 滑床渓谷山開き 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

23 土

24 日 当二宮整形外科☎25-8600
当山本内科医院☎22-5100

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当口羽外科胃腸科医院☎32-6000

25 月 可葛川以外町内全域

26 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

27 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

28 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

29 金 当小川クリニック☎23-3599
当楠崎内科☎24-2211

当上田小児科・外科☎25-0100
当市立吉田病院☎52-0611

可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

30 土

４月の森の国行事予定表
当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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